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株式会社Ｒ＆Ｄ支援センター

『知財の基礎』 セミナー申込書　※ご希望の参加形式にチェックを入れて下さい⇒＜■ＬＩＶＥ　■アーカイブ＞

     〒135-0016　東京都江東区東陽3-23-24　VORT東陽町ビル 7F
TEL)  03-5857-4811  FAX)  03-5857-4812  URL)  http://www.rdsc.co.jp/

NO. 240956

◆日　 時 ： 2025年9月19日（金）　13：00～17：00　【アーカイブ配信：9/22～9/29】

◆受講料 ： 1名につき49,500円（税込、資料付）※LIVE/アーカイブ配信いずれかの料金です。

受講料の支払いに関してはＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/entry

個人情報保護方針の詳細はＨＰをご覧下さい。
　　⇒　https://www.rdsc.co.jp/pages/privacy□Eメール　　□ 郵送 会員登録（無料）　※案内方法を選択してください。複数選択可。

会社・大学

お名前 所属 E-Mail

電話番号 FAX

住　　所

山口大学　学長特命補佐　知的財産センター

＜ご専門＞　知的財産権・産学連携

＜学協会＞　日本弁理士会

＜ご略歴＞　通商産業省　特許庁　国立大学法人山口大学

＜賞　罰＞　大学のおける知財文化の普及啓発で瑞宝小授章を受章（令和6年秋）　

東京所長　特命教授　佐田 洋一郎 氏

1．多くの経費（1500億）と多くのと審査/審判官（1800人）を配備して運用されている、

　　特許制度の本当の狙いとは？

2．すばらしい商品開発をしたものの防衛をしていなかった現実の末路

3．まず紐解いておきたい特許取得の基本的要件（教科書的解説）

4．あまり知られていない審査官が行っている審査実務の具体的手順

5．コスパが求められる研究・開発現場で教科書にはない役立つ特許取得のノウハウ

6．改良・改善の熱意と知財意識の連携で高付加価値製品に

7．意識を持てば見えてくるモノづくり現場は知財の宝庫

8．モノ造りプロセスにそって「モノ、製造方法、方法」の特許による防衛法

9．技術者も知っておきたい「特許の強い弱い」の見極め方

10．強い特許を創り出すコツ

11．審査官を前のめりにさせる明細書のまとめ方のコツ

12．知財を活用しての埋もれていた在庫品の復活法、新たなマーケットへの参入法

13．大学の研究者も認識していない研究現場での知財の発掘法

14．商品価値を上げる商標権、意匠権、著作権、不正競争防止法の活用法

15．産学連携を活かして世界に羽ばたいた中小企業の目のつけどころ

技術者・開発者がゼロから学べる

知財の基礎からノウハウまで
～特許庁審査・審判30年、大学知財戦略20年の経験から皆様に提供したい明日から役立つ知財情報～

【講師】

【プログラム】 ※時節に応じて多少変更する場合がございます。

）・開発製品の何をどうまとめれば特許になるかがわからないと思っている方

・開発製品はどんな知的財産権でどのように守るのかと迷っている方

・知財専門家（知財部や弁理士等）に開発製品をどんな観点で何を伝えるべきか迷っている方

【受講対象】 ※詳細はホームページでご確認下さい。

・コスパが求めれる開発現場で役立つ特許取得のノウハウ

・モノ創りプロセスに沿ったモノ、製造方法、方法の特許での防衛法

・技術者・開発者も知っておきたい特許の強い弱いの見極め方

・強い特許を如何に創り出すかのコツ

・審査官を前のめりにさせる明細書のまとめ方のテクニック

・知財を活かして埋もれていた商品価値の復活法､新マーケットへの参入法

・大学の研究者も認識していない研究現場での知財の発掘法

・商品価値を上げる商標権、意匠権、著作権、不正競争防止法の活用法

【習得知識】 ※詳細はホームページでご確認下さい。

　技術者・開発者の皆様から、自分の専門は技術の世界であり、知財は自分とは関係がない、

専門家に任せれればいい、という意見をよく耳にします。確かに知財の参考書を開くと、法律条

文や規則がズラット並び、いかにも法学の世界、見ただけでうんざりします。本当は、開発した新

製品や技術をどのように守るのかを、知りたいところです。知財の活用の実態を知れば、知財の

意識が高まります。そうなると、知財は意外と身近なもので、難しいものではないことを実感しま

す。知識はその後自然と身に付きます。技術者・開発者が知財の意識を持ちながら、知財の専

門家（知財部や弁理士）と連携を組むことが日常的になれば、開発力が高まり、時機にあった商

品開発ができるのです。その結果競合企業を引き離すことにもなり、貴方の評価も上がります。

　本セミナーでは多くの具体的事例を見て頂きながら講義を進めていきます。実はこの手法は、

本学で全国初の全学生12000人に知財を必修授業にして、その効果を実証済みです。知財セ

ミナーは観念論になりがちですが、具体的な知財活用の疑似体験が、貴方の脳細胞に染み込

みます。きっと研究開発、技術開発等でその有効性が実感できるはずです。この機会に時間の

ある方もない方も、知財初めての方もご参加されることをお勧めいたします。

【講座の趣旨】  ※詳細はホームページでご確認下さい。

※本セミナーはZoomを使ったWEBセミナーです。会場での参加はできません。

●Webセミナーの受講申込みについて●

【WEBセミナーとは？】

・本講座は「Zoom」を使ったWEBセミナーです。視聴方法は「ミーティング用Zoomクライアント」をダウンロードするか、Webブラウザから参加するかの2種類がございます。

  Zoom 接続テストの手順（http://www.rdsc.co.jp/files/instruction/zoom.pdf）をご覧の上、視聴可能かどうかご確認下さい。

・タブレットやスマートフォンでも受講可能ですが、機能が制限される場合があります。 

・お申込み後は、弊社よりお申し込み内容確認メールをお送りします。

・LIVE配信を受講される方には、Zoom視聴URLとセミナーの資料（PDF）をメールでお送りします。開始時間の10分前にご参加下さい。

・アーカイブ配信を受講される方は、配信開始日までにセミナー資料と動画視聴URLをメールでお送りします。期間内は講師にセミナーに関する質問ができます。

　必要事項をご明記の上、FAXでお申込み下

さい。上記のＬＩＶＥかアーカイブにチェックを

入れて下さい。弊社から受付完了のご連絡を

いたしまして請求書をお送りいたします。

　セミナーお申込み後、ご都合により出席でき

なくなった場合は代理の方がご出席下さい。

代理の方も見つからない場合、営業日（土日

祝日を除く）で8日前まででしたらキャンセル

をお受けします。

セミナーお申込みＦＡＸ
０３-５８５７-４８１２

※お申込み確認後は弊社よりご連絡いたします。

※会員登録（無料）をしていただいた方には下記の割引・特典を適用します。

　・1名でお申込みされた場合、1名につき39,600円

　・2名同時にお申し込みされた場合、2人目は無料（2名で49,500円）

　・LIVE/アーカイブ両方視聴する場合は、

　　　　　1名で49,500円（税込）、2名同時申込で55,000円（税込）になります。


